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概要 
 

本書は、サブスクリプション契約のメリットのひとつである「前バージョンの使用」について、具体例や図表によって理解しやすく解

説したものとなります。実際の仔細な条件、および本書に記載外の事柄に関しては、サブスクリプションの『使用条件』、『プログラム

ガイド』、『前バージョンのライセンス使用－対象製品一覧』をご参照ください。 また「前バージョンの使用」は、サブスクリプションの

使用条件に記載のものが最優先されますことをご了承ください。 
 
サブスクリプションに契約すると、最新バージョンに加えて、過去 3 世代の前バージョン（※）、およびアップグレード履歴のある前

バージョン（※※）が使用できます。これにより、既存資産の有効活用にお役立ていただけます。 
スタンドアロンライセンスでお使いの場合、1 台のパソコンに使用したいバージョンを全てインストールできますが、起動できるの

は１バージョンのみです。複数バージョンを同時に使用することはできません。 
ネットワークライセンスでお使いの場合、同時使用数がサブスクリプション契約の同一グループ内（＝同一シリアル番号）に設定

されている本数を上限としたライセンスファイルが発行されます。このライセンスファイルをパッケージライセンスと呼び、最新バージ

ョン＋過去 3 世代の前バージョンの使用権が含まれていますので、１つのライセンスファイルで 4 バージョンを自由な組み合わせで

使用することができます。 
また、Suite 製品の場合、Suite 製品に含まれている各々の単体製品の前バージョンの利用が可能です。使用可能なバージョン

については、サブスクリプション センターの[契約管理]＞[前バージョン]＞[前バージョン：スタートアップ]ページに添付されている

「対象製品一覧」にてご確認ください。 
 
※ 以下文中に「過去 3 世代の前バージョン」という記載があった場合、2012 バージョンが最新版であるという仮定のもと、2011、

2010、2009 バージョンのことを指すものとします。また、過去 3 世代の前バージョンであっても、前バージョンの使用可能対象とは

ならない製品もあります。対象製品詳細についてはサブスクリプション センターの[契約管理]＞[前バージョン]＞[前バージョン：スタ

ートアップ]ページに添付されている「対象製品一覧」にてご確認ください。 
 
※※ 「アップグレード履歴のある前バージョン」とは、概ね次の 2 つを指します。i)購入履歴があるバージョン ii）サブスクリプション

契約に基づいて受け取られたアップグレード版のバージョン。また、購入履歴のある前バージョンの対象となるアップグレードは、同

一製品間でのアップグレードのみをさし、後継製品外からのアップグレードは前バージョン対象には含まれませんので、ご了承くだ

さい。 
 
（参考） 

＜同一製品へのアップグレードと、使用可能な前バージョン＞ 
AutoCAD 2008 を AutoCAD 2011 へアップグレードしサブスクリプションのアップグレード版自動送付で AutoCAD2012
を入手。このとき AutoCAD2008 バージョンは使用可能。 
 
＜他製品へのアップグレードと、使用可能な前バージョン＞ 
AutoCAD 2008 の購入履歴のある AutoCAD 2012 を、Autodesk Design Suite 2012 へアップグレード。このとき、

AutoCAD 2008 は使用不可。 
 
ただし、2011 年 5 月現在の名称が AutoCAD Inventor Suite、AutoCAD Inventor Professional Suite、AutoCAD 
Inventor Routed Systems Suite、AutoCAD Inventor Tooling Suite、AutoCAD Inventor Simulation Suite (以
下 AIX)の 2008 バージョン以下のアップグレード履歴をもつサブスクリプションユーザの場合、Autodesk Product 
Design Suite2012 へ自動マイグレーションが行われます。よって、2011 年 8 月末までに行われたこの自動マイグレーシ

ョン対象の AIX に限り、AIX の 2008 バージョン以下の前バージョン使用は、Suite へのマイグレーション後も可能となり

ます。 
 
 
前バージョン使用例 
 
【ケース１：サブスクリプション付き2012バージョン製品を新規で購入した場合】 
最新版のほか、過去3世代の前バージョンも使用できます。 
例えば新規で2012バージョンを購入された場合、2011、2010、2009もご利用いただけます。ご利用いただく際、同時使用数がご購

入されたライセンス本数を超えることはできません。 
 
【ケース２：サブスクリプション付き 2012 バージョン製品をアップグレードで購入した場合】 
最新版、過去3世代の前バージョンに加え、アップグレード履歴のある前バージョンも使用できます。 
例えば、2005バージョンを新規で購入、続いて2008バージョンをアップグレードで購入、続いて2011バージョンをサブスクリプション

付きでアップグレードで購入し、2012バージョンはサブスクリプション契約に基づいてパッケージを受け取った場合、現在使用できる

バージョンは、2005, 2008, 2009, 2010, 2011, 2012となります。 
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2005, 2008, 2011, 2012 はアップグレード履歴のあるバージョンとなります。 
2009、および2010バージョンは、2012バージョンが最新版のとき、サブスクリプション契約に基づく最新版に付随してご利用いただ

けるバージョンとなります。 
 
【ケース３：アップグレードのたびに、ライセンスを追加していく場合】 
ケース２と同様のアップグレードを行い、アップグレードの度に本数を増やしていった場合、バージョンごとにご利用いただける本数

に留意していただく必要があります。 
 
(例)  
2005バージョンを新規で3本購入、続いて2008バージョンにアップグレードする際に2本追加購入（合計5本）、続いて2011バージョ

ンにサブスクリプション付きでアップグレードする際に4本追加購入（合計9本）し、サブスクリプション契約に基づいて、2012バージョ

ンを受け取り、現在9本所有しており、サブスクリプションに契約中とします。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このとき、同時使用数は最大9本までとなり、バージョンの組み合わせは自由にご利用いただけます。ただし、2005バージョンと

2008バージョンは過去3世代よりも前のバージョンとなるため、2005バージョンは最大で3本、2008バージョンは最大で5本までしか

同時使用ができません。2012バージョンが最新版のとき、2012,2011,2010,2009は同時使用数が最大９本となります。以下は同

時使用組み合わせの例です。 
 
  例１：2012=9本、2011=0本、2010=0本、2009=0本、2008=0本、2005=0本    =>OK 
  例２：2012=0本、2011=4本、2010=0本、2009=0本、2008=2本、2005=3本    =>OK 
  例３：2012=0本、2011=0本、2010=0本、2009=0本、2008=0本、2005=9本    =>NG (2005はもともと3本のみ所有) 
  例４：2012=0本、2011=0本、2010=0本、2009=9本、2008=0本、2005=0本    =>OK 
  例５：2012=1本、2011=1本、2010=1本、2009=1本、2008=5本、2005=0本    =>OK 
  例６：2012=1本、2011=1本、2010=1本、2009=1本、2008=5本、2005=3本    =>NG（使用総本数が9本を超えている） 
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最新版が 2012 の時 2005,2008,2011,2012 の４バージョンの使用権をもつライセンス 

最新版が 2012 の時 2008,2011,2012 の３バージョンの使用権をもつライセンス（2005 の使用権はありません） 

最新版が 2012 の時 2011,2012 の２バージョン使用をもつライセンス（2005, 2008 の使用権はありません） 

最新版が 2012 バージョンの時 
- 2011,2010,2009 について、過去 3 世代の前バージョンの使用特典に基づいて、同時使用数最大９本ご使用できます。 
- 2008 については、アップグレード履歴のある前バージョンなので、同時使用数最大５本までご使用できます。 
- 2007,2006 についてはアップグレードの履歴がないので使用できません。 
- 2005 については、アップグレード履歴のある前バージョンなので、同時使用数最大３本までご使用できます。 



 
 

前バージョ
 

2012 バージ

アル番号、アク
 
【ソフトウェアの

2012 バージョ

入手方法は 3
 
＜入手方法そ
 
サブスクリプシ

ジョン]タブを選

クエストによっ

 
 
＜入手方法そ
 
サブスクリプシ

ンドアロンライ

す。あとは画面

詳細は、資料

ョン使用時の

ジョンを新規で

クティベーション

の入手】 
ョンを新規で購入

3 通りあります。

その 1＞ サブス

ション センター

選択し、ダウンロ

って入手してくだ

その 2＞ サブス

ションセンター(w
イセンス]＞[CD
面に従って必要

『サブスクリプシ

の各種申請

で購入して、201
ンコードやライセ

入して、2011、

。 

スクリプション セ

ー(www.autode
ロードしたい製

ださい。 

スクリプション セ

www.autodesk
または DVD が

要な情報を入力

ション契約に基

請方法 

1、2010、2009
センスファイルを

2010、2009 バ

センターからダ

sk.co.jp/subs_
品をクリックしま

センターからメデ

k.co.jp/subs_s
が必要です]を順

してください。

基づくメディアの

4 

9 バージョンを

を新たに入手す

バージョンを使用

ダウンロードする

_signin)にサイ

ます。2009 バ

ディアをリクエス

signin)にサイン

順次選択ていく

リクエスト方法

使用したい場合

する必要があり

用したい場合、ソ

る（2009 バージ

インイン後、[ダウ

バージョンよりも古

ストする 

ンイン後、画面左

くと、メディアリク

』をご覧ください

合、ソフトウェア

ます。 

ソフトウェアを新

ジョン以降） 

ウンロード]＞[製
古いソフトウェア

左メニュー[契約

クエストのトップ

い。 

 

アやインストール

新たに入手する

製品のダウンロ

アが必要な場合

 

約管理]＞[前バ

プページが別ウ

ル時に必要なシ

る必要がありま

ロード]＞[前バ

合は、メディア

バージョン]＞[ス
ィンドウで開き

シリ

す。

ー

リ

スタ

ま



 
 

【シリアル番号
 
シリアル番号と

番号が振られ

版については

ションを行って
 
＜スタンドアロ

アップグレード

2012 バージョ

リアル番号を新

サブスクリプシ

[スタンドアロン

 
[ライセンス／シ

 
契約番号、最

のちほど前バ

 
 

号の入手】 

とはオートデス

れています。アッ

は、新たにシリア

てください。 

ロン製品＞ 
ド履歴のあるバ

ョンをサブスクリ

新たに入手する

ション センター

ンライセンス]を選

シリアル番号が

新バージョンの

バージョンのイン

スク製品をインス

ップグレード版の

アル番号を取得

バージョンについ

リプション付きで

る必要がありま

に契約管理者

選択して[続行]

が必要です]を選

のシリアル番号

ンストールで用い

ストールする際

の購入、あるい

得する必要はあ

いては、そのバー

で新規に購入し

ます。 
権限を持つ方が

]をクリックします

選択し[続行]をク

、製品名、希望

いるためのシリ

5 

に必要な XXX
いはサブスクリプ

りません。パッ

ージョン入手時

し、2011、2010

がサインインし

す。 

クリックします。

望するバージョン

アル番号が電子

X-XXXXXXXX
プション契約の特

ッケージに記載の

時のシリアル番号

、2009 バージ

たのち、[契約管

 

ンを入力ののち

子メールで通知

の数字で、パ

特典として自動

のシリアル番号

号を引き続きご

ョンをこれから

管理]＞[前バー

ち[送信]をクリック

知されます。 

パッケージごとに

動送付されてき

号でインストール

ご利用ください。

はじめて使用し

ージョン]のページ

ックします。 

に固有のシリアル

たアップグレー

ル／アクティベ

 
したい場合は、

ジへ進みます。

ル

ード

ー

シ

。 



6 
 
 

＜ネットワーク製品＞ 
最新版のシリアル番号に基づいて発行されるライセンスファイルをセットすることで、過去 3 世代の前バージョンも最新版と同様に

使用することができます。前バージョンを使用するために、新たにサーバのシリアル番号を取得する必要はありません。 
ただし、Autodesk Maya および製造デザイン系の製品は仕様が異なります。また、4 世代以上前のバージョンをご利用になりたい

場合などの詳細についてはオートデスク認定販売パートナー、もしくはサブスクリプションセンター内画面右側にある「お困りです

か？お気軽にお問い合わせください」のプロモーションボックスをクリックし,WEB フォームに質問事項をご記入いただいてオートデ

スクまでご連絡ください。 
 
 
【アクティベーションコード／ライセンスファイルの入手】 
 
＜スタンドアロン製品＞ 
インターネットに接続しているＰＣへソフトウェアをインストールする場合は、画面に従ってインストールを行うことで、自動的に永久ラ

イセンスが発行され、ソフトウェアのアクティベーションが完了します。 
インターネットに接続していないＰＣへソフトウェアをインストールする場合は、別途、電子メールあるいはファクシミリでオートデスク 
ユーザ登録センターへアクティベーションコードをリクエストします。このとき、4 世代以上前の前バージョンのライセンスに関しては、

原則 13 か月の期限がついたアクティベーションコードが発行されます。永久ライセンスをご希望の場合は、その旨をお書き添えの

うえ、アクティベーションコードのリクエストをお願いいたします。 
 
＜ネットワーク製品＞ 
製品のインストールの前に AdLM(Autodesk License Manager)の設定が必須です。詳細は以下の PDF をご覧になるか、オートデ

スクの販売店までご連絡ください。http://tech.autodesk.jp/faq/file/QA-4594.pdf 
ライセンスの結合に関してはこちらのサイトをご確認ください。 
http://tech.autodesk.jp/faq/faq/adsk_result_dd.asp?QA_ID=4020 
また、4 世代以上前の前バージョンのライセンスに関しては、原則 13 か月の期限がついたライセンスファイルが発行されます。永久

ライセンスをご希望の場合は、その旨をお書き添えのうえ、ライセンスファイルのリクエストをお願いいたします。 
 
 
サポート範囲 
 

サブスクリプション契約対象の製品については、原則、最新版と過去 3 世代の前バージョンが技術サポートの対象となります。な

お、過去 3 世代以内のバージョンであっても、前バージョンの使用可能対象とはならない製品もあります。また、サポート対象製品

のリストは、サブスクリプションセンターに掲載している「対象製品一覧」に一致します。最新のリストはサブスクリプションセンターの

[契約管理]＞[前バージョン]＞[前バージョン：スタートアップ]に添付されているものをご確認ください。 
  
 
契約満了後のご注意 
 

サブスクリプション契約満了後に使用できるライセンスのバージョンは、契約期間中に行ったライセンスアクティベーションの状況

により異なります。以下に記載の点に十分ご注意いただき、前バージョン使用のメリットを継続してご利用されたい場合は、サブスク

リプション契約を継続されることをお勧めいたします。 
 
 
【最新版パッケージをご利用している状態で契約を満了した場合】 
 
例：2011バージョン スタンドアロンライセンスを新規購入時にサブスクリプションに契約。2012バージョンはサブスクリプションの自

動送付にてうけとり、2012 バージョンをアクティベーションしたのちに契約満了。2011 と 2012 バージョンを併用している。 
＝＞2012 バージョンは引き続きご利用いただけます。2011 バージョンは契約満了後、速やかにアンインストールする必要がありま

す。2011 バージョンを継続してご利用いただくにはサブスクリプション契約をご継続いただく必要があります。 
 
例：2011 バージョン ネットワークライセンスを新規購入時にサブスクリプションに契約。2012 バージョンはサブスクリプションの自

動送付にてうけとり、2012 バージョンのライセンスファイルを取得ののちに契約満了。2011、2010、2009 バージョンと併用してい

る。 
＝＞2012 バージョンは引き続きご利用いただけます。2011 バージョン以下の製品は契約満了後、速やかにアンインストールする

必要があります。また、契約満了後に再取得できるライセンスファイルは、パッケージライセンスファイルではなく、2012 バージョン

のみがご利用できるライセンスファイルとなります。2011、2010、2009 バージョンを継続してご利用いただくにはサブスクリプション

契約をご継続いただく必要があります。 
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【最新版パッケージをアクティベーションせず、アップグレード履歴のある前バージョンをご利用している状態で契約を満了した場

合】 
 
例：2007 バージョンのスタンドアロンライセンスを新規で購入時にサブスクリプションに契約。その後継続して契約更新していた。サ

ブスクリプションの自動送付で取得した 2011 バージョンを、2007 バージョンと併用しており、2012 バージョンはアクティベーションし

ていない状態で契約を満了した。 
＝＞契約満了後は 2011 バージョンのみ引き続きお使いいただけます。また 2011 バージョンのアクティベーションコードの再取得も

可能です。随時 2012 バージョンへアップグレードし、アクティベーションすることができますが、2012 バージョンにアップグレードした

際は、2011バージョンはアンインストールする必要があります。2007バージョンについては契約満了後、速やかにアンインストール

する必要があります。2007 バージョンを継続してご利用いただくにはサブスクリプション契約をご継続いただく必要があります。 
 
例：2007 バージョンのネットワークライセンスを新規で購入時にサブスクリプションに契約。その後継続して契約更新し、現在も

2007 バージョンの環境で利用している。一度 2008 をインストールしたものの、アプリケーションの関係で 2007 へ使用バージョンを

戻した経緯がある。2009、2010、2011、2012 はライセンスを取得していない。この状態で契約を満了した。 
＝＞2008 バージョンのライセンスを取得してしまった履歴があるので、契約満了後は 2007 バージョンのライセンスファイルを取得

することができず、2007 バージョンはアンインストールする必要があり、2008 バージョンは引き続きご利用いただけます。また、

2009 以上のバージョンについては随時アップグレードすることができます。アップグレードした際は、前バージョンはすべてアンイン

ストールする必要があります。2007 バージョンを継続してご利用いただくにはサブスクリプション契約をご継続いただく必要がありま

す。 
 
 
【最新版パッケージをアクティベーションせず、サブスクリプション契約に基づく過去 3 世代の前バージョンを利用している状態で契

約を満了した場合】 
 
例：2011 バージョンをスタンドアロンライセンスの新規で購入の際、サブスクリプションに契約。2010 のシリアル番号を取得し、2011、

2012 はいずれも未使用のまま 2010 バージョンを利用している状態で契約を満了した。 
＝＞契約満了後は 2010 バージョンを速やかにアンインストールする必要があります。2011 あるいはサブスクリプション自動送付で

入手した 2012 バージョンのいずれか一つのバージョンを利用してください。2010 バージョンを継続してご利用いただくにはサブスク

リプション契約をご継続いただく必要があります。 
 
例：2011 バージョンをネットワークライセンスの新規で購入の際、サブスクリプションに契約。2011 バージョンのパッケージライセン

スにて、2010 バージョンを利用している状態で契約を満了した。 
＝＞契約満了後は 2010 バージョンを速やかにアンインストールする必要があります。2011 あるいはサブスクリプション自動送付で

入手した 2012 バージョンのいずれか一つのバージョンを利用してください。2011 および 2012 バージョンの単体のライセンスファイ

ルの取得は可能ですが、前バージョンが使用できるパッケージライセンスを再取得することはできません。また、契約満了後は

2011 バージョンをご利用いただくことはできますが、2010 バージョンを継続してご利用いただくにはサブスクリプション契約をご継

続いただく必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『サブスクリプション使用条件（ご利用条件）』、『プログラムガイド』、『前バージョンのライセンス使用-対象製品一覧』の各ドキュメン

トが、本書に対して優先適用されます。本書は事前通知なく改定されることがあります。 
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